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参加者募集！ 
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サ ロ ン『性別が不明で生まれる子ども達
主催  性は人権ネットワーク ESTO／東北 HIV

 

人間の性別は、男女の2種しかないと思い込んでい

ませんか。性というのはもっと複雑で多面性があり多

様。例えば異性を好きになるだけで

はなく、同性愛があったり、自身の

心とからだの性がちがっていたり。

そうしたセクシュアリティーを考え

る講演会がありました。 

講師は日本半陰陽協会の橋本秀雄

さんでインターセックスの悩みを当

事者の立場から講演しました。イン

ターセックスとは性器が男か女か判

定できない性をいいます。性をタブー視する日本の社

会は一般的な男女の枠にはまらないそのような方々や

性同一性障害

されます。橋

ったのではな

 
 

地方県振興事務所◆ＮＰＯ担当者意見交換
 

６月２５日、みやぎＮＰＯプラザで、宮城県地方振興

事務所のＮＰＯ担当者１７名が集まり、ＮＰＯ活動促

進に係る意見交換会を行いました。各地方振興事務所

のＮＰＯ担当から「管内におけるＮＰＯ活動の現状に

ついて」の説明があり、質疑応答がなされました。 

共通した意見として、「相談窓口について、県民から

みて地方振興部なのか県民サービスセンターなのかわ

かりにくい、

事の仕分けが

関してＮＰＯ

う相談窓口を

各地方振興

しております

   中間支援センターのスキル

スタッフ研修（２５名／先着順） 第１回リーダ

●開催日：8月28日（土）～29日（日） 

●場所： 宮城県青年会館 

●講師： 早瀬昇氏(大阪ボランティア協会 常務理事) 

     川崎あや氏(まちづくり情報センターかながわ) 

 大久保朝江氏（杜の伝言板ゆるる 代表理事） 

●対象： 中間支援センターの職員及び市町村等職員 

●参加費：3,000円(2日間) 宿泊：3,800円 

●開催日：古

石

●講師：早瀬

●対象：中間

●参加費：8

●締切：8月

※第２回は、

●主催：宮城県（みやぎＮＰＯプラザ） 

●実施・運営：(特活)杜の伝言板ゆるる 

●協力：いしのまきNPOセンター・白石市民活動フォーラム 

●問合せは（

TEL:022

E –mail:y

こ の ご ろ Ｐ Ｏ の Ｎ プ ラ ザ
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「One to One」は、県内各地でのさまざまな NPO 活

動により、ひととひととが信頼でつながって、より

よい市民社会が形成されるよう願いを込めたニュ

ーズレターです。 
を考える講演会』 
コミュニケーションズ

の存在は、無視されるという現実にさら

本さんはそのような孤立した立場の苦し

みを訴え続けてきました。参加者の学校

の先生や性の勉強をしている学生さん、

同性愛や性同一性障害などさまざまな

方が悩みや意見を出し合っていました。 

従来の男と女しか存在しないという

考え方から、多種多様な性が存在するこ

とを社会はもっと受けとめるべき。橋本

さんの話を聞き、参加者も自分が自分ら

しく生きていこうという希望につなが

いかと思います。

会

また職員側でもその区別が明確でなく仕

難しい」ということでした。このことに

活動促進室から、「県民が一目でわかるよ

明確化したい」との回答がありました。 

事務所では、圏域内のＮＰＯ情報を収集

。ご協力をお願いいたします。
 

アップ研修 

ー研修（定員25名） 

川 ９／３(金) 白石 ９／４(土)  

巻 ９／26（日） 

昇氏･川北秀人氏・中村順子氏  

支援センターの代表・理事・事務長等 

00円 

31日(火)（石巻のみ9月 20日） 

古川・白石・石巻にて集中研修

特活）杜の伝言板ゆるるまで 

-791-9323   FAX:022-791-9327  

ururu＠miyagi-npo.gr.jp
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みやぎＮＰＯプラザ運営協議会 
７月７日、第２回みやぎＮＰＯプラザ運営協議会が開催し、みやぎＮ

ＰＯプラザの今後の在り方について協議をしました。 

方向として、「現行の県職員を配置してのパートナーシップ運営は解

消し、パートナーシップの理念のもと、指定管理者制度（※）を導入

してＮＰＯへ管理委任し、運営していったらどうか」といった意見が出

ました。 

※）指定管理者制度 

【概要】 地方公共団体が指定する法人その他の団体に公の 

 施設の管理を代行させる制度 

【目的】 公の施設の管理に民間の能力を活用しつつ、住民 

 サービスの向上を図るとともに、経費の節減など 

 行政運営の効率化を図る。 

※）みやぎＮＰＯプラザは、公の施設の一つです。 

 

【制度】  

 ① 平成 15年 6月の地方自治法の改正で創設 

② 平成 16年 6月定例会総会で「公の施設の 

  指定管理者の指定の手続き等に関する条例」 

  を制定 

「みやぎＮＰＯプラザ今後の在り方」 

に関する意見提案の概要 

仙台市・県ＮＰＯ活動促進施策 

に関しての意見交換会

 
みやぎＮＰＯプラザ今後の在り方について、５月２４日から６

月３０日まで、プラザ利用者を対象に提案募集をしました。提案

件数は８件あり、主に次のような意見がありました。 

◆プラザの運営について◆ 

① 時間をかけて十分検討し、宮城方式を確立してほしい。 

② 指定管理者を応募することになった場合には、しっかりした

団体が複数応募することを期待する。 

③ プラザの管理運営団体は、本来あるべきＮＰＯの姿をあくま

でも追求する団体であってほしい。など 

◆プラザの機能について◆ 

① 事務ブースの入居団体を増やしてほしい。 

② プラザは、ＮＰＯのニーズをつかみ、ＮＰＯの自立支援を。 

③ 情報・研究ルームを有効活用してほしい。 

④ 相談・コンサルティング対応など、より高度な専門的対応が 

できる体制が必要。など 

 

７月１日、ＮＰＯ法施行以来初めて、仙

台市と県のＮＰＯ担当者が、それぞれのＮ

ＰＯ活動促進施策について意見交換しまし

た。仙台市からは、「協働を成功させる手引」

の作成に着手していることや、この 4 月か

ら仙台市市民活動サポートセンターにおい

て指定管理者制度を導入したこと等につい

て説明がありました。 

一方、県からは、みやぎＮＰＯ夢ファン

ド、県有休施設等の有効利用によるＮＰＯ

の拠点づくり、中間支援センターエンパワ

メント事業・ＮＰＯマネジメントセミナー

等について説明し、それらについて意見交

換を行いました。

■ ８月の催し ■  

1日 日 子どもも大人も囲碁大会（9：30～） 22日 日 住宅セミナー（13：30～）
主催：碁ランティア　　TEL：090-8614-4079 主催：NPO法人ハウジングネットコンシェルジュ
心の生涯学習セミナー（10：00～） TEL:022-301-7177
主催：仙台モラロジー事務所　TEL：022-305-2071 28日 土 ヘルパー養成研修（9：30～）

2日 月 不登校・引きこもりに関するＮＰＯ 29日 日 主催：日本労働者協同組合連合会センター事業団
と行政との意見交換会（14:00～） TEL：090-2843-7403

主催：みやぎNPOプラザ 31日 火 NPOらくらく会計講座[資金繰りをどうしよう？]（13：00
７日 土 みやぎ女性人材開発セミナー（13:00～） 主催：みやぎＮＰＯプラザ

主催：みやぎNPOプラザ
21日 土 ＮＰＯ法人の実践的会計・税務研修会（10：30～）

主催；ＮＰＯ法人経営体質改善サポート宮城
TEL：022-742-2858

※）みやぎNPOプラザ主催の催しは、
TEL：022-256-0505まで

◆「県庁ロビーみやぎＮＰＯ見本市！」の開催について◆ 

９月 15～16 日に県庁ロビーにブースを出展して、活動をＰＲするＮＰＯを募集します。お問い合わせは、宮城県

環境生活部ＮＰＯ活動促進室小林まで。TEL 022-211-2522 E-mail kobayashi-ay529@pref.miyagi.jp 

 

みやぎのNPOに関する情報は、みやぎNPO情報ネットで！ 

http://www.miyagi-npo.gr.jp/ 

 


